２０２１夏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩村
＜８/７～８/８　数教協研究大会＞
　分科会「4年生のポイント」
　　板垣さんからの提案
　　　・「÷2桁」の筆算では、片手隠しで商の位置を決めるのではなく、片手隠しなしで
商に０を立てればよい。
　　　・わり算の筆算の導入は等分除が良い理由（前日のポスター展では福田さんが包含除での導入を提案していた）
　　　　　　板垣－「包含除では新しいアイデアが出ない。子どもたちが自分たちで発見することがない」「計算では包含除の方がよい（？）」
　　　　　　山本－「包含除は累減であり、わり算の必要性がない」
　　　　　　岩村－「上垣さん（2021.2月号）が96÷4を例に包含除は不適切と指摘している。9÷4と16÷4で被除数の意味が変わる」
＜全教・教育のつどい＞
８/２１数学分科会
　　・北海道の阿部さん（中学校）の話
　　　　「平方根」を、小学校の「面積」の「平方センチメートル」と結び付けて授業をし
たら好評だった。
　８/２２教育過程・教科書分科会
　　・広島の水原さんの話　
　　　　10年前から一人一台タブレット使用のICT先進校の報告。
　　　　カラープリンターも各教室にある。他の先生と出会うことが少ない。
　　　　キーを押す速さはすぐに身につき、大人を越す。
　　　　ノートを集めない。
　　　　タブレット操作で友だちの作品や意見を消してしまうことも可能。
　　　　「未来シート（ベネッセ）」、「ドリルパーク」、その他、数人で立ち上げたIT会社
も次々にソフトを持ってくる。取り組んだ時期や正答率、そのグラフ化などが簡単。　
　　・教科書ネットの鈴木さん、出版労連の木村さんの話
　　　　IT企業に教科書会社もついていけない状態。
　　　　デジタル教科書の検定→採択はどうする？
　　　　デジタル庁は国民のデータを、子ども庁は子どものデータを集め、それらを企業が
活用するようになるのだろう。
経産省の中にミニ文科省があるようで、IT企業が急激に教育界に進出してきて
いる。
